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インターバンクの声 （2017 年 11 月 7 日） 
 

11月に入ってからの円相場は、何度か 113円台中盤付近まで円高が進む局面があ

ったものの、114円台で取引される時間がほとんどで、昨晩のように 113 円台で取引

される時間が長引くと、ずいぶんドルが下がったような気がする。東京市場だけでな

く、ロンドン、ニューヨーク市場でも目立った材料はなく、米金利の低下からドルの上

値が重くはなっていたが、114円台前半での値動きが暫く続くと思われた。 

ところが、小幅ながらニューヨーク市場の昼前頃から円買い・ドル売りに動き始めた。

久々に「世界の火薬庫」と呼ばれる中東からのきな臭いニュースが立て続けに聞こえ

始めたことが影響しているようだ。サウジアラビアのムハンマド皇太子が率いる汚職

対策委員会が王族や現職閣僚らの摘発を進めたことが、金融市場への混乱を招き

つつある。５日にサウジアラビアの王子ら当局者数人を乗せたヘリコプターが墜落し

たのも、汚職に絡んだ摘発から逃れるためだったとの説もある。イスラム教の宗派対

立によって断交したイランとサウジアラビアにイエメンやレバノンなども複雑に絡み、

混乱が拡大すれば原油価格にも影響するだけに、中東情勢の行方も年末に向けて

の相場材料に加わる可能性もありそうだ。 
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